
柏市健康医療部保険年金課

[単位：百万円]

項目
当初予算 補正予算 現計予算 決算見込 差引額 執行率

① ② ③＝①+② ④ ⑤＝④－③ ⑥＝④÷③

歳入合計(A) 38,926 ▲ 1,400 37,526 37,079 ▲ 447 98.81%

歳出合計(B) 38,926 ▲ 1,400 37,526 36,641 ▲ 885 97.60%

収支差額[(A)－(B)] 0 0 0 438

基金繰入金及び
繰越金を除く収支

▲ 1,532 39 ▲ 1,493 ▲ 1,055

令和６年度の形式収支・実質収支は，昨年度から改善する見込み

令和６年度_第２回柏市国民健康保険運営協議会【資料１】【議題１の概要】

《形式収支差引》

• R５年度：147百万円

• R６年度：438百万円

《実質収支差引》

• R５年度：▲ 1,797百万円

• R６年度：▲ 1,055百万円

Ⅰ.令和６年度 決算見込【資料P4~8】

Ⅲ.令和７年度 予算(案)【資料P24~25】

令和７年度予算(案)は，一人当たり7,500円の保険料改定を前提に編成

項目
R6当初予算 R7予算(案) 増減額 増減率

① ② ③＝①－② ④＝②÷①－１

歳入合計(A) 38,926 36,760 ▲ 2,166 ▲ 5.56%

歳出合計(B) 38,926 36,760 ▲ 2,166 ▲ 5.56%

[単位：百万円]

収支差額[(A)－(B)] 0 0

基金繰入金及び
繰越金を除く収支

▲ 1,532 ▲ 1,038

Ⅱ.粗い将来推計について(更新)【資料P15~22】

《保険料改定の考え方》

✓国の制度改正等があれば随時見直しを行い，また将来推計も随時更新しながら，
必要な改定額を毎年精査した上で段階的に国保料の見直しを行う。

✓期間は令和６年度から令和１１年度までの６年間とする。

✓令和１２年度の統一保険料率を見据え，統一された場合に生じる改定額と毎年の
改定額とが平準化されるようにする。

《粗い将来推計更新のポイント》

✓被保険者数の推計につき，令和６年１１月末までの被保険者数を反映

✓標準保険料の算出につき，コロナ禍の影響を排した年度の平均伸び率を採用
• 今回：医療分（2.49％），支援分（2.16％），介護分（2.07％）

✓国保財政に影響する制度改正等（後期高齢者負担率の見直しや医療費水準係数α
の計画的縮小など）を考慮

令和７年度の保険料率の改定幅は約5,000円とした
（一人当たり7,500円 うち所得増に伴う自然増分約2,500円)
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《一人当たり赤字額》
• R６年度：20,302円
• R７年度：14,275円

742百万円改善


